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リチウムイオンバッテリーの経時特性測定用プログラムの開発 
Development of a Program for Measwing nthium Ion Batteries Thue Elapsed Characteristics 
袴田 吉朗＊ 	 恩田 一＊ 
Yoshim HAKAMAFA 	 Liajime ONDA 
Abstract: The paper desc 呪s the design d a program for measuring Li而urn Ion batteries management system time 
elapsed charactejistics. The system consistsば series connected fourteen batteries that are assumed to be charged from or 
discharged to a solar system consinicted 血 the SIST campus. The program is made with Microsoft VC++6.0, and a 
wildows XP machine. It measures U山iuin Ion batteries voltages and temperature of the batteries every two minutes. It 
displays data on a PC screen, and it saves data on a haiTi disk. These opera加na are also perfbrmed every two minutes. Also 
alarms are displayed on a screen, and based on these, relays connected to batteries are cirotrolied 加 discharge batteries 
through relays and 4.7Q resistors. The program confirmed to work well using the protot)pe system constructed on a desk 



























































申掴瑚］分はデータロガ GLS2O (AD/DA変換器〕，8ポー 
トミニリレーロ司，放電用の4.7魁割7La4個），熱電対 0 
個）,3ポートハz 端子台，巨畑ごTおよびPCなどからなる‘ 
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備的な検討を行いこの時にはフリーの VCH-2010 E'qx皿 
Edhionを使用した.しかし‘ VC-t-i2010 E'press Edition はMFC 











恥rCSS 	 Edition 
WindowsXP 0 0 0 A (MFC 	 x) 
Windows7 C 0 x A (MFC 	 x) 
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起動 (2分毎，任意の時刻〕 ・画面の印刷 
ヘルプの表示 CKakunin finalクラス 温度測定 電圧測定 
起動 














スタートボタン1 をクリ ックするとプログラム 
(BMS cmView クラス）が起動する．このクラス中にある 
SIaIta」1lI加Th において, データロガーに関する以下の 2 項
目の宅1期設定を行っている. 
① 電王測定レンジ（フルスケ→り b]y, フィルタ OFF 




ドキュメントクラスに設定した変数 sa」1馴ingー 叫訓まを 
OnTh町 メンパ瞬においてカウントし』データを表示する 2 
分毎の」司期をイ怖文しで C 止響Foml クラスと同期させている． 
42 リいードライバの田瑚設定 
Thk社のリ lー をプ11グラムにより動作させるためには， 
TUSBKP.LIi 	 ヘッダファイル 
TUSBKRLIIb 	 ライプラリフアイル 
をプロジェクトに追加する必要がある． 
その上で IUSBインタフェース付き接点出力ユ＝ット取り扱




























chal配列 nHead に読み込む ' 




ch.a［配列 nBuf に読み込む 






























ADCVa1uc= ADCVa1_WORD 一 65536; 













statusFiagi] 	 0 中 
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40V 	 4.1V 
I  
黄を点灯 I 黄と赤を交互に点灯 → 赤の点灯 (3 q) 謹後） 
	叫 ’ 




main_relay_on 羊 Ox3FIぞ 
relayFlag[ceil_no]=0 ‘ ト 
1 










cell no = 
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reayF1ag_o1d[ ]一 re1担ag[ 】 
ct廿 no++ 
 













5.1 リレーフラグ1~fl1E1 Q)I脚 
- H放電を始めたセルに対しては図 5.1に示すようにヒステ
リシス特性を持たせて放電を終了させる．すなわち 
セノl廊三遣 4.1V 	 relayflag[]=1 
く OHしIl垣 level'''relayFlag[]=O 









卿王 < 3.UV・・・・低畑王アラーム staIuslョgIH) 
青色を点灯 
と 31W・ 	 ・正常状態 	 stah輝R叫l=1 
緑色を点J亡］' 
と 4.OV・ 	 ・アラーム発出 	 s皿1」sflag[]=2 
黄色を点灯 


















る，そのため zdayFlag[ Iの1,0の検査に続いで綿日relay FIag[] 
の差分を取り，-前のサンプリング点におけるセノ咽王と比
べて変化があったか否かを検出し変数 i胃(]に保存する，単に 











押す 	 Kakunin 1クラス 
ダイアログ 
キャンセノレ 













l I relay_on 	 4
l ‘ セル市強制放電  




































dj皿血夢 αーllNo=O → リレーON 
dk出a】事 αーlINo*O → すでに放電中のセルがあるので,処 
理を，峨（後続セルの放電を見合わせる） 
③の場合 
dsdaige.cclINo=i qはセ'I.番尉 → 9 t~OFF 
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SA メッセージの処理 
セル電圧の値に応じて画面上に以下を表示する. 
① 「セル iの強制敵電を行いま勧ュ？}qはセル番号〕 
② 「セル iの,姉」放電を行っています」 
③ メインリレ、べ）】下時の時刻 
④ メインリ t ON/OFFを示すラジオボタン 
(1)rcsH,（〕となった場合のI皿 
フローに従って⑧を通る. こα結果メインリレーのOFFをラ











示する．念のため 3 段の保謹をかけて放電するセルの番号 
dcha 寧ゴtllNoを確定する. その結果が BMS担emVicw クラス 






















ce】lstatus check2 メンバ関数の最後の部分において 








メインりレーの（加 → 各セルリレーのOFF 
になっている. この順序ではまだセルの放電実施中にメインリ











図55 正常動作を鵬忍したセJ 園王経，譜性のシナリオ 
ー 
	
I 	 」16ビクセル 
(3.7） 	 ー‘ 	 エーー 	 1 	  無ビクセル  
14 





























耳り王の表示枠を図 6.1④l. す. 測定電圧を赤色の鰍で， 
平」‘建圧を黒色の鰍でプロットしている．2 分毎に測定を行













握度の表示枠を図 6.1(c)l 示す. 測定温度を黒色の鶏でプ
ロットしている.時間軸は電王と同1網「こ2分／ピクセルである． 
温度の表示範囲はot~ 50tである．ニれを 50 ピクセルで表 
示しているので温度の分解能は1で／ピクセルである． 














-I 	 72（〕ピクセル 
(b) 電流の表示枠 
	












の値を（shing 型に変換するために float_2_EditBox メンバ関数 
floai2_EdhiBox(lloat sourix, cEdit 1m_ed, CFont *fonりを使用して
いる．このメンパ瞬の処理を以下に示す. 
① 入力のflor型変数を実数に変換 
liif=一丘M( source., 3, &decimal, &sign) 
dedmlおよびS“はmt型の変数lbufは chafe変数である， 
②（おhh喝型に組み立てss2を得る 
ssl = bu 
ss2= ssllefi(dedma)+"."+sslMidecima!2); 
③ sil＝一1のときは負号（マイナス符号）を付ける 
④ SelFont(font,TRUE) 関数により表示フオントを指定し， 
Sc、Mndow丑峨園2)関数に より表示 
⑤ フオントを設定する 
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る．なお thd をインクノlー ドする必蔓がある． 























































こおける各せレ電圧（単位v× 図7.1 データのcsvフアイルペ乃出力例 
セル13 セIい●電流 	 rTin“セル看 Imhr 
	 yメッセ“叱Iby ON 
せル書号・・・放電を行っているセルの．号を意昧
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メぐノルー 
   
r0N ' OFF ~ 加1ョ巾v叩1脚印 hrk}カ加s‘皿 
,iiiiiii, 













凶 セ加〕強割欧電 可 セルの強●倣電を’乳ます． 







































2) Thrile 社 "USB インタフュース付き接点出力ユニット取
り扱い説明書二 p.12(2009) 
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- 	 4.5 強’版竜を行 tzL'>’号V ュLて‘ o‘を押一 ,て下き、 
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図72 机上システムにおけるセル雷圧の経，訓寺性の測定例 
